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令和４年度当初予算案（一般会計）の状況

＜当初予算額の推移＞

 新型コロナウイルス感染症対策として、医療提供体制の強化やワクチン接種体制の確保などの感染拡大防止対策を図りつつ、社会

生活・経済活動を支える取組を実施

 「いわて県民計画（2019～2028）」のもと、県民の幸福度向上を図る10の政策やＩＬＣプロジェクトなどの「新しい時代を

切り拓くプロジェクト」を着実に推進するとともに、人口減少社会への対応、デジタル化の推進、グリーン社会の実現の３つのテ

ーマに沿った取組について、重点的に実施

 東日本大震災津波からの復旧・復興に係る事業については、被災者の心のケア、伝承・発信等、必要な取組を着実に実施

 中期財政見通しを踏まえ、地方創生推進交付金や有利な地方債など地方財政措置を最大限活用し、財政健全化に配慮

＜当初予算の規模＞

『コロナ禍を乗り越え復興創生をデジタル・グリーンで実現する予算』
～ 新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、東日本大震災津波からの復興を進めるとともに、人口減少対策やデジタル化の推進、グリーン社会

の実現などにより、「お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」の着実な実現に繋げていく予算 ～

国の補正予算に呼応して編成する令和３年度2月補正予算と
一体的に県内経済の活性化を推進。
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令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

億円 億円 億円 ％

7,922 8,105 △ 182 △ 2.3

477 667 △ 190 △ 28.5

7,445 7,437 8 0.1

うちコロナ分 966 959 8 0.8

総　額

震災分

通常分
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令和４年度当初予算(案)における主な取組

（１）３つの重点テーマの推進
１ いわて県民計画（2019～2028）関係

-３-

◎：新規
○：一部新規
・：継続

人口減少社会への対応

グリーン社会の実現

デジタル化の推進

【社会減対策】

◎ いわてターン促進事業費（39.2百万円）

◎ いわて暮らし応援事業費（125.5百万円）

◎ いわてお試し居住体験事業費（10.9百万円）

◎ いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業費（29.8百万円）

○ いわて就業促進事業費（112.4百万円）

○ 住宅ストックリノベーション事業費（22.2百万円）

・ いわて移住・定住促進事業費（31.9百万円）

・ 県営住宅活用促進モデル事業費（2.5百万円） 他

ふるさと振興総合戦略のもと、自然減対策及び社会減対策を強化するとともに、部局
横断による取組を推進・展開します。

【自然減対策】
◎ いわてで生み育てる県民運動推進費（10.0百万円）
◎ 産後ケア利用促進事業費補助（7.6百万円）

◎ 医療的ケア児支援センター管理運営費（14.7百万円）
○ 岩手であい・幸せ応援事業費（38.1百万円）
○ いわてで家族になろうよ未来応援事業費（50.9百万円）

○ 生涯を通じた女性の健康支援事業費（8.2百万円）
・ 周産期医療対策費（303.7百万円）
・ 妊産婦支援事業費（3.8百万円）

・ いわての子育て支援情報発信事業費（2.4百万円）
・ 子育て応援推進事業費（2.2百万円）

全ての県民がデジタル化の恩恵を享受することができる岩手の実現に向け、行政や
産業、社会・暮らしのＤＸを推進するとともに、ＤＸを支える基盤整備を促進します。

【行政のＤＸ推進】

◎ いわて県政広報事業費（5.9百万円）

◎ 電子決裁・文書管理システム運営費（24.3百万円）

◎ 市町村行政デジタル化支援事業費（5.5百万円）

【社会・暮らしのＤＸ推進】

◎ 災害時ドローン導入促進事業費（2.9百万円）

◎ 文化スポーツ施設ＤＸ利用促進事業費（4.1百万円）

◎ スポーツアナリティクスサポート事業費（8.3百万円）

◎ 健幸づくりプロジェクト推進費（9.9百万円）

○ 指定管理鳥獣捕獲等事業費（235.7百万円）

【産業のＤＸ推進】

◎ 中小企業デジタル化支援ネットワーク事業費（2.8百万円）

◎ 商業・サービス業ＤＸ導入推進事業費（3.2百万円）

◎ ものづくりＤＸシステム導入支援強化事業費（17.4百万円）

◎ いわての新しい観光推進体制整備事業費（19.1百万円）

◎ さけ、ます海面養殖イノベーション推進事業費（4.8百万円）

○ ＡＩ人材育成・社会実証推進事業費（5.6百万円）

○ 北上川バレーＤＸ推進・高度人材確保促進事業費

（108.3百万円）

【ＤＸを支える基盤整備の促進】

・ ５Ｇ等による地域課題解決モデル構築推進費（25.6百万円）

・ 県立学校ＩＣＴ機器整備事業費（145.7百万円） 他

地域の強みで地域経済と環境の好循環をもたらす岩手の実現に向け、水素の利活用や
自立分散型エネルギーの導入を促進するとともに、豊富な森林資源の利用を促進します。

【全般的な取組】

◎ いわてグリーンライフ・ポイント推進事業費（5.1百万円）
◎ いわてみどりの食料システム戦略推進事業費（19.0百万円）
◎ いわて住まいのカーボンニュートラル推進事業費

（15.4百万円）

【水素利活用】

◎ いわて水素モビリティ実証事業費（89.7百万円）
・ 水素利活用による再生可能エネルギー推進事業費

（11.5百万円）

【自立分散型エネルギー】

◎ 海洋エネルギー関連産業創出推進事業費（15.8百万円）
◎ 北いわて再生可能エネルギー推進事業費（0.3百万円）
○ ゼロカーボン推進事業費（57.1百万円）

・ 再生可能エネルギー導入促進事業費（23.2百万円）

【森林の循環利用】

◎ いわての木があふれる空間づくり事業費（15.1百万円）
・ 森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策事業費

（間伐・路網・再造林関係）（880.0百万円）

・ いわて木づかい住宅普及促進事業費（87.0百万円） 他
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（２）復興の推進

Ⅰ 安全の確保
○ 広域防災拠点設備等整備費（12.0百万円）
・ 河川等災害復旧事業費（3,503.8百万円）
・ 再生可能エネルギー導入促進事業費

（22.4百万円）
・ 環境放射能水準調査費（4.1百万円） 他

Ⅱ 暮らしの再建
○ いわての復興教育推進事業費（47.5百万円）
・ 被災者生活支援事業費（39.7百万円）
・ 被災地コミュニティ支援コーディネート事業費（20.4百万円）
・ 被災児童対策事業費（57.4百万円）
・ 被災地こころのケア対策事業費（405.3百万円） 他

Ⅲ なりわいの再生
◎ 沿岸地域基幹産業ＤＸ推進事業費（10.1百万円）
◎ さけ、ます増殖緊急強化対策事業費（49.5百万円）
・ 沿岸地域起業者等成長支援事業費（11.0百万円）
・ 地域基幹産業人材確保支援事業費（24.0百万円）
・ 中小企業等復旧・復興支援事業費（399.5百万円） 他

Ⅳ 未来のための伝承・発信
◎ 復興コンサートアーカイブ発信事業費

（0.9百万円）
◎ さんりく音楽交流促進事業費（1.3百万円）
○ 復興情報発信事業費（18.2百万円）
・ いわて情報発信強化事業費（7.6百万円） 他

-４-

◎：新規
○：一部新規
・：継続

（３）「10の政策分野」に基づく施策の推進
Ⅰ 健康・余暇
➢ 生涯にわたり心身ともに健やかに

生活できる環境をつくります

◎ 循環器病等予防緊急対策事業費（17.7百万円）
○ 自殺対策事業費（34.3百万円）

➢ 必要に応じた医療を受けることができる
体制を充実します

・ 医師確保対策事業費（1,166.3百万円）

➢ 介護や支援が必要になっても、住み慣れた地域で
安心して生活できる環境をつくります

○ 生活困窮者自立支援事業費（113.5百万円）

➢ 幅広い分野の文化芸術に親しみ、生涯を通じて

スポーツを楽しむ機会を広げます

◎ いわてアーツコンソーシアム推進事業費（8.0百万円）
◎ いわてスポーツプラットフォーム推進事業費（5.3百万円）
◎ インクルーシブスポーツ推進事業費（2.1百万円）
○ いわてアール・ブリュット魅力発信事業費（6.5百万円） 他

➢ 安心して子どもを生み育てられる環境をつくります
◎ 産後ケア利用促進事業費補助（7.6百万円）

Ⅱ 家族・子育て ○ 里親委託促進事業費（27.2百万円）

➢ 仕事と生活を両立できる環境をつくります
・ いわて働き方改革加速化推進事業費（110.3百万円）
・ 保育対策総合支援事業費（132.3百万円） 他

◎ ヤングケアラー支援体制強化事業費（11.0百万円）
◎ 医療的ケア児支援センター管理運営費（14.7百万円）
○ 岩手であい・幸せ応援事業費（38.1百万円）
○ いわてで家族になろうよ未来応援事業費（50.9百万円）

Ⅲ 教育
➢ 【知育】児童生徒の確かな学力を育みます

◎ いわて幼児教育センター運営費（12.4百万円）
◎ 確かな学力育成プラン推進費（11.4百万円）

➢ 【徳育】児童生徒の豊かな人間性と社会性を育みます

・ 道徳教育推進事業費（2.1百万円）

➢ 【体育】児童生徒の健やかな体を育みます
◎ ６０プラスプロジェクト推進事業費（3.0百万円）

➢ 共に学び、共に育つ特別支援教育を進めます
・ 特別支援学校整備事業費（605.2百万円）

➢ 児童生徒が安全に学ぶことができる教育環境の整備や

教職員の資質の向上を進めます
◎ 校舎改築事業費（504.1百万円）
◎ いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業費（29.8百万円）

➢ 文化芸術・スポーツを担う人材を育てます
◎ スポーツアナリティクスサポート事業費（8.3百万円）
・ スキー全国大会少年種別強化事業費補助（5.1百万円）

➢ 高等教育機関と連携した地域づくり・人づくりを進めます
◎ 県内大学生等定着推進事業費（5.6百万円） 他

Ⅳ 居住環境・コミュニティ
➢ 快適で豊かな暮らしを支える生活環境をつくります

○ 住宅ストックリノベーション事業費（22.2百万円）

➢ 地域の暮らしを支える公共交通を守ります
◎ 公共交通バリアフリー化設備等整備費補助（20.0百万円）

◎ 三陸鉄道バリアフリー化設備等整備費補助（50.0百万円）
・ 地域公共交通再編・活性化推進事業費（33.1百万円）

➢ 岩手で暮らす魅力を高め、移住・定住を促進します
◎ いわてターン促進事業費（39.2百万円）
◎ いわて暮らし応援事業費（125.5百万円）
◎ いわてお試し居住体験事業費（10.9百万円）

➢ 海外の多様な文化を理解し、
共に生活できる地域づくりを進めます

◎ ハロウインターナショナルスクール安比ジャパン支援費補助
（164.0百万円）

➢ 文化芸術・スポーツを生かした地域をつくります
・ 日本スポーツマスターズ2022開催準備費（63.1百万円）
・ 特別国民体育大会冬季大会スキー競技会開催準備費（215.7百万円） 他

Ⅴ 安全
➢ 自助、共助、公助による防災体制をつくります

◎ 災害時ドローン導入促進事業費（2.9百万円）
・ 地域防災力強化プロジェクト事業費（42.5百万円）

➢ 事故や犯罪が少なく、
安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます

・ 犯罪のない安全・安心まちづくり推進事業費（1.2百万円）
・ 特殊詐欺被害予防対策費（13.3百万円）

・ 交通安全広報啓発フォー・アプローチ事業費（2.0百万円）

➢ 食の安全・安心を確保し、地域に根ざした食育を進めます

・ 食の信頼確保向上対策事業費（3.6百万円） 他

Ⅵ 仕事・収入
➢ 地域経済を支える中小企業の振興を図ります

◎ 小規模事業者事業継続力強化支援事業費補助（5.0百万円）
○ 事業継続伴走型支援事業費補助（141.4百万円）

➢ 国際競争力が高く、地域の産業・雇用に
好循環をもたらすものづくり産業を盛んにします

◎ ものづくりＤＸシステム導入支援強化事業費（17.4百万円）
○ 北上川バレーＤＸ推進・高度人材確保促進事業費（108.3百万円）

○ いわてニューファーマ―支援事業費（594.1百万円）
○ 新規就農総合対策事業費（12.9百万円）

➢ 収益力の高い「食料・木材供給基地」をつくります
◎ さけ、ます増殖緊急強化対策事業費（49.5百万円）
◎ さけ、ます海面養殖イノベーション推進事業費（4.8百万円）

➢ 農林水産物の付加価値を高め、販路を広げます
◎ いわての木があふれる空間づくり事業費（15.1百万円）
・ 日本一の美味しいお米の国づくり推進事業費（62.4百万円） 他

➢ 地域資源を生かした魅力ある産業を盛んにします
◎ 飲食店・商店街利用促進費補助（25.0百万円）
◎ 買うなら岩手のものＥＣビジネス展開事業費（19.8百万円）

➢ 地域経済に好循環をもたらす観光産業を盛んにします
◎ いわての新しい観光推進体制整備事業費（19.1百万円）

◎ いわてインバウンド推進事業費（20.6百万円）

○ 三陸観光地域づくり推進事業費（37.1百万円）

➢ 意欲と能力のある経営体を育成し、農林水産業の振興を図ります
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◎：新規
○：一部新規
・：継続

-５-

➢ 循環型地域社会の形成を進めます

○ 循環型地域社会形成推進事業費（135.0百万円）

・ 海岸漂着物等地域対策推進事業費（45.1百万円）

➢ 地球温暖化防止に向け、低炭素社会の形成を進めます

◎ 海洋エネルギー関連産業創出推進事業費（15.8百万円）

◎ いわて住まいのカーボンニュートラル推進事業費（15.4百万円） 他

Ⅷ 自然環境 ➢ 多様で優れた環境を守り、次世代に引き継ぎます

◎ 三陸ジオパーク推進強化事業費（7.6百万円）

○ シカ・イノシシ捕獲対策事業費（235.7百万円）

Ⅸ 社会基盤 ➢ 安全・安心を支える社会資本を整備します

・ 道路環境改善事業費（8,034.3百万円）

➢ 科学・情報技術を活用できる基盤を強化します

○ いわてデジタル化推進費（25.8百万円）

➢ 産業や観光振興の基盤となる社会資本を整備します

◎ 外国船社クルーズ船誘致プロモーション事業費（6.8百万円） 他

Ⅹ 参画 ➢ 性別や年齢、障がいの有無にかかわらず活躍できる社会をつくります

○ いわて若者活躍支援強化事業費（25.0百万円） ・ いわてワーク・ライフ・バランス促進強化事業費（5.8百万円） ・ いわて男女共同参画プラン推進事業費（23.6百万円） 他

（４）新しい時代を切り拓くプロジェクトの推進

三陸防災復興ゾーンプロジェクト

◎ さんりく音楽交流促進事業費（1.3百万円）

○ 新しい三陸振興推進費（5.8百万円）

○ 三陸観光地域づくり推進事業費（37.1百万円）

○ 三陸水産加工業等支援事業費（3.1百万円）

○ 三陸観光推進リスタート事業費（3.2百万円）

・いわて三陸ガストロノミー推進事業費（8.2百万円） 他

北いわて産業・社会革新ゾーンプロジェクト
○ ＩＬＣ推進事業費（110.8百万円）

北上川バレープロジェクト

ＩＬＣプロジェクト

◎ 北いわてプラチナシティ推進事業費（9.3百万円）

◎ 北いわて再生可能エネルギー推進事業費（0.3百万円）

○ 働くなら北いわて、暮らすなら北いわて推進事業費（4.7百万円）

○ 北いわて産業競争力強化事業費（8.0百万円）

○ 北いわての地域資源を活用した魅力発信事業費（12.1百万円）

・ 北いわて建設技術向上促進事業費（1.0百万円） 他

■ 活力ある小集落実現プロジェクト

◎ 活力ある小集落支援推進事業費（3.6百万円）

○ 地域おこし協力隊活動支援事業費（2.6百万円） 他

■ 農林水産業高度化推進プロジェクト
◎ さけ、ます海面養殖イノベーション推進事業費（4.8百万円）

◎ いわてみどりの食料システム戦略推進事業費（19.0百万円）

◎県産サーモン養殖確立支援事業費（10.9百万円）

・森林クラウドシステム整備事業費（112.7百万円） 他

■ 健幸づくりプロジェクト

◎ 健幸づくりプロジェクト推進費（9.9百万円）

■ 学びの改革プロジェクト

◎ 市町村学校教育ＩＣＴ活用促進事業費（84.9百万円） 他

■ 文化・スポーツレガシープロジェクト

◎ いわてアーツコンソーシアム推進事業費（8.0百万円）

◎ いわてスポーツプラットフォーム推進事業費（5.3百万円） 他

■ 水素利活用推進プロジェクト

◎ いわて水素モビリティ実証事業費（89.7百万円）

・ 水素利活用による再生可能エネルギー推進事業費（11.5百万円）

■ 人交密度向上プロジェクト

◎ 農業農村関係人口拡大定着支援事業費（6.1百万円）

○ 地域おこし協力隊活動支援事業費（2.6百万円）

○ 関係人口創出・拡大事業費（12.5百万円）

○ いわての魅力まるごと発信強化事業費（21.4百万円） 他

その他のプロジェクト

・ 女性のためのつながりサポート事業費（15.8百万円）

○ 北上川バレープロジェクト推進事業費（4.7百万円）

○ 北上川バレーＤＸ推進・高度人材確保促進事業費（108.3百万円）

○ 北上川流域生産性向上対策事業費（8.0百万円） 他

・ 世界遺産登録推進事業費（51.2百万円）

・ 平泉世界遺産ガイダンスセンター管理運営費（84.7百万円）

➢ 世界遺産の保存と活用を進めます

○ 世界遺産保存活用推進事業費（5.7百万円）
Ⅶ 歴史・文化 ➢ 豊かな歴史や民俗芸能などの伝統文化が

受け継がれる環境をつくり、交流を広げます
◎ いわての文化国際交流推進事業費（6.5百万円） 他

（５）広域振興圏の施策の推進

■ 広域行政と市町村間連携の推進

・地域経営推進費（450.0百万円）

■ 県北・沿岸圏域の

地域資源を活用した取組
◎ 三陸ジオパーク推進強化事業費（7.6百万円）
◎ 北いわて再生可能エネルギー推進事業費（0.3百万円） 他

■ 県央広域振興圏
○みらいもりおかプロジェクト事業費（6.0百万円）

○もりおか広域連携観光魅力づくり推進事業費（4.5百万円） 他

■ 県南広域振興圏
◎いわて県南移住定住総合コーディネート事業費（7.8百万円）

○ 北上川流域生産性向上対策事業費（8.0百万円）

■ 沿岸広域振興圏
○ 三陸水産加工業等支援事業費（3.1百万円）

○ 三陸観光推進リスタート事業費（3.2百万円） 他

■ 県北広域振興圏
○ 働くなら北いわて、暮らすなら北いわて推進事業費（4.7百万円）

○ 北いわて産業競争力強化事業費（8.0百万円） 他
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◎：新規
○：一部新規
・：継続２ ふるさと振興の推進

Ⅰ 岩手で働く

◎ 小規模事業者事業継続力強化支援事業費補助（5.0百万円）

◎ 飲食店・商店街利用促進費補助（25.0百万円）

○ 里親委託促進事業費（27.2百万円）

◎ 買うなら岩手のものＥＣビジネス展開事業費（19.8百万円）

◎ 農業農村関係人口拡大定着支援事業費（6.1百万円）

○ 事業継続伴走型支援事業費補助（141.4百万円）

○ 北東北三県観光立県推進協議会負担金（12.3百万円）

○ 地域就職氷河期世代支援加速化事業費（25.5百万円）

・ 障がい者就業支援事業費（20.6百万円） 他

・ 家庭教育子育て支援推進事業費（2.9百万円）

・ 学校・家庭・地域の連携協力推進事業費（142.0百万円） 他

・ 保育対策総合支援事業費（132.3百万円）

・ 子ども、妊産婦医療助成費（579.9百万円）

Ⅲ 岩手で暮らす
◎ 活力ある小集落支援推進事業費（3.6百万円）

◎ いわてアーツコンソーシアム推進事業費（8.0百万円）

◎ いわてスポーツプラットフォーム推進事業費（5.3百万円）

◎ 文化スポーツ施設ＤＸ利用促進事業費（4.1百万円）

◎ 循環器病等予防緊急対策事業費（17.7百万円）

◎ いわて幼児教育センター運営費（12.4百万円）

◎ 県内大学生等定着推進事業費（5.6百万円）

◎ ６０プラスプロジェクト推進事業費（3.0百万円）

・ 都市計画道路整備事業費（896.4百万円）

・ 地域部活動推進実践研究事業費（9.4百万円） 他

Ⅳ 岩手とつながる ◎ さんりく音楽交流促進事業費（1.3百万円）

○ 関係人口創出・拡大事業費（12.5百万円）

○ 留学生等人材ネットワーク形成事業費（5.2百万円）

○ いわての魅力まるごと発信強化事業費（21.4百万円） 他

Ⅱ 岩手で育てる

１ 感染拡大防止への対応
① 医療提供体制の強化

・ 新型コロナウイルス感染症入院施設等確保事業費補助
（16,758.1百万円）

・ 新型コロナウイルス感染症軽症者等宿泊療養事業費
（4,356.6百万円）

・ 新型コロナウイルス感染症対策保健衛生人材確保事業費
（60.5百万円）

３ 新型コロナウイルス感染症対策関連事業

③ 相談・検査体制の強化・充実
➢ 相談体制の強化・充実

・ 感染症予防費（1,070.3百万円）

➢ 円滑な検査の実施
・ 新型コロナウイルス感染症ＰＣＲ検査促進等

事業費（2,210.1百万円） 他

２ 社会生活・経済活動を支える取組 ② 事業者・団体向け（経済活動関係）
➢ 経営に関する相談対応

○ 事業継続伴走型支援事業費補助（141.4百万円）

➢ 資金繰りの支援
・ 新型コロナウイルス感染症対策資金貸付金

（31,569.3百万円）

➢ 地場産業に対する支援
◎ 飲食店・商店街利用促進費補助（25.0百万円）

◎ 買うなら岩手のものＥＣビジネス展開事業費（19.8百万円）

➢ 観光・宿泊事業者に対する支援
◎ いわての新しい観光推進体制整備事業費（19.1百万円）
◎ いわてインバウンド推進事業費（20.6百万円） 他

① 個人・家族向け（社会生活関係）
◎ 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業費（34.9百万円）

・ 生活福祉資金貸付事業推進費補助（114.1百万円）

・ 女性のためのつながりサポート事業費（15.8百万円）

３ 新しい「働き方」「暮らし」「学び」を進める取組

② まん延防止
➢ ワクチン接種体制の確保

・ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費（4,101.7百万円）
◎ 新型コロナウイルスワクチン接種市町村輸送機能強化事業費補助（71.8百万円）

➢ 学校・介護施設等の感染防止対策への支援
・ 全日制高等学校教育活動継続環境整備事業費（126.5百万円）

・ 介護施設等多床室個室化改修事業費補助（16.6百万円）

② 暮らし
➢ デジタル化や先端技術の活用による利便性の向上等

◎ 健幸づくりプロジェクト推進費（9.9百万円）
○ いわてデジタル化推進費（25.8百万円）

③ 学び
➢ 教育の現場におけるＩＣＴ化の推進

・ 県立学校ＩＣＴ機器整備事業費（145.7百万円）
・ 公立幼稚園等ＩＣＴ環境整備事業費補助（7.5百万円） 他

① 働き方
➢ デジタル化や先端技術の活用による生産性の向上等

・ いわて働き方改革加速化推進事業費（110.3百万円）

４ 県政150周年記念事業の実施

「盛岡県」から「岩手県」に改称されてから令和４年に150周年を迎え、また、現在の岩手県の県域が確定してから令和８年に150周年を迎えることから、令和４年度から令和８年度までを「県政150周年記念
期間」と位置づけ、岩手の歴史を振り返り、岩手の未来を展望するため、県政150周年記念事業に取り組みます。

◎ 県政150周年記念事業費（3.7百万円）
各種媒体を活用した機運醸成や、いわての歩みの紹介等

■ 官民一体となった取組
各界（経済界、文化スポーツ等）をメンバーとする実行委員会の設置

※ ３ページに掲載の自然減対策及び社会減対策関連事業のほかに、ふるさと振興を更に進める事業を掲載しています。
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三陸防災復興ゾーンプロジェクト
１プロジェクトの概要

東日本大震災津波からの復興の取組により大きく進展したまちづくりや交通ネットワーク、港湾機能などを生かした地域産業の振興を

図るとともに、三陸防災復興プロジェクト2019 等を契機として生み出される効果を持続し、三陸地域の多様な魅力を発信して国内外との
交流を活発化することにより、岩手県と国内外をつなぐ海側の結節点として持続的に発展するゾーンの創造を目指す。

２ これまでの取組状況 ３ 令和４年度の具体的な取組 ４ 今後の取組方向

東日本大震災津波の記憶と教訓を
伝え、「三プロ2019 」の目指す姿や
取組を継承、持続的な三陸地域の
振興につなげる。

9
9
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北いわて産業・社会革新ゾーンプロジェクト
１プロジェクトの概要
豊かな地域資源と高速道路や新幹線などの高速交通網の進展を生かし、地域の特徴的な産業の振興や、圏域を越えた広域連携による交流人口の拡大、豊富な再生可

能エネルギー資源の産業分野・生活分野での利用促進など、県北圏域をはじめとする北いわての持つポテンシャルを最大限に発揮させる地域振興を図るとともに、人口減
少と高齢化、環境問題に対応する社会づくりを一体的に推進することで、あらゆる世代がいきいきと暮らし、持続的に発展する先進的なゾーンの創造を目指す。

２ これまでの取組状況

■北いわての所得向上に向け、AI・
IoTなど先端技術の導入による生産
性の向上や、地場産業の競争力強
化、女性・高齢者の活躍の場づくり
を推進

■御所野遺跡を含む「北海道・北東
北の縄文遺跡群」の世界遺産登録
に向けた機運醸成や、隣接圏域と
の連携による広域的な周遊を促進

■地方自治研究機構との共同研究
により、北いわての再生可能エネル
ギーの高いポテンシャルを確認

■特にも少子高齢化が進む北いわ
ての中山間地において、先端技術
の活用や地域社会全体の支え合い
による持続可能な地域課題解決の
仕組みづくりを支援

■大学や企業等と連携し、産業技術
人材や、デジタル社会に対応した人
材育成を展開

■北いわて１３市町村を含む産学官
で構成する「北いわて産業・社会革
新推進コンソーシアム」を設立

３ 令和４年度の具体的な取組

■北いわて型スマート農業の推進に向け、環境制御栽培実証や研修会を実施

■地場産業の競争力強化に向け、商品・サービス開発に取り組む人材を育成

■AI・IoT等導入による生産管理や労務管理の最適化を支援

■北いわてMaaSの利活用及び広域的な観光周遊を促進

■４道県と連携したフォーラム等の開催により、 北海道・北東北の縄文遺跡群

の価値や魅力を国内外へ発信

■沿岸北部の洋上風力発電の事業化に向けた関係者との合意形成等を支援

■地域脱炭素の推進による地域経済への波及効果を高める方策を検討

■地域の社会福祉法人を中心としたコミュニティの未来ビジョン実現を支援

■高齢者が使い易い受発注システムを適用したドローン配送の実証を実施

■先端技術やプログラミング等の基礎知識と応用を学ぶ出前講座を開催

■ローカル５Ｇ等を活用した地域課題解決モデル構築に向けた実証を実施

■産学官連携のコンソーシアム活動を本格化させ、産業振興や交流人口拡大等
の個別プロジェクトを推進

４ 今後の取組方向
◎「北海道・北東北の縄文遺跡
群の世界遺産登録」や「2050年
カーボンニュートラル宣言」、「ハロ
ウインターナショナルスクール安比
ジャパンの開校」などの追い風を推
進力に、新たに設立した産学官連
携組織「北いわて産業・社会革新
推進コンソーシアム」などを中心に、
地域の特徴的な産業の振興や、圏
域を越えた広域連携による交流人
口拡大などの取組を進める。

※コンソーシアムにおける
個別プロジェクトのテーマイメージ

【参考：今後の地域トピック（予定）】
◇カダルテラス金田一開業
（令和４年３月）
◇ハロウインターナショナル
スクール安比ジャパン開校
（令和４年８月）
◇久慈広域道の駅開業
（令和５年春頃）
◇一戸町道の駅開業
（令和６年）

１．あらゆる世代が活躍する地域産業の展開

２．北海道・北東北広域交流圏の形成による交流人口の拡大

３．豊富な再生可能エネルギー資源を生かした地域の振興

４．中山間地域における快適な社会の形成

５．地域の未来を担う人材の育成

６．多様な主体の参画と協働による地域づくりの推進

MaaSを活用
した交流人
口拡大・周
遊促進

再エネ利活
用による持
続可能な地
域社会実現
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